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子育てサポートセンターとつどいの広場合同交流会の様子
（令和2年2月8日開催）

　タイケンスポーツクラブ北熊本支部代表の来海明彦氏を招いて、
交流会を開催しました。51名（大人22名、子ども29名）の親子が
一緒になって、終始大盛り上がり！参加された皆さんの、いきいきと
した姿、その楽しそうな笑顔が印象的でした。
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収支予算

単位：千円
項　　　目

合　　　計

予 算 額

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

積立資産支出

その他の支出

317,890

58,935

53,420

200

1,250

6,541

1,864

1,629

8,186

449,915

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

その他の収入

4,440

8,000

62,628

88,548

211

16,213

11,860

225,226

31,159

1,630

449,915

障害福祉サービス等
事業収入　7％

会費収入　1％
その他の収入　0.3％

寄付金収入　1.6％

経常経費
補助金収入
14％

449,915
収入の部

（単位：千円）

介護保険事業収入
50％

受託金収入
20％

人件費支出
71％

事業費支出
13％

事務費支出
12％

その他の支出
1.6％

助成金支出　1.4％

貸付事業支出　0.1％

積立資産支出　0.3％

ファイナンス・リース債務の
返済支出　0.4％

負担金収入　2.5％

 449,915
支出の部

（単位：千円）

１
　
基
本
方
針

  

今
日
の
地
域
社
会
で
は
、
住
民
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
家
族
形
態
の
多

様
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
様
々
な

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
国

に
お
い
て
は
、
支
え
る
側
・
支
え
ら

れ
る
側
を
超
え
た
「
地
域
共
生
社

会
」
の
構
想
が
示
さ
れ
、
そ
の
根
幹

と
も
い
え
る
住
民
が
地
域
の
課
題
を

共
有
し
、
解
決
に
向
か
お
う
と
す
る

「
我
が
事･

丸
ご
と
」
の
理
念
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
今
日
ま
で
進
め
て

き
た
地
域
福
祉
の
推
進
と
大
い
に
重

な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た

国
の
指
針
を
受
け
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
全
国
の
市
区
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
方
針
と
し
て
、

「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
」

「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
」
と
い

う
大
き
な
２
つ
の
柱
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
菊
池
市
及
び
本
会

で
は
、
平
成
30
年
度
に
地
域
の
現
状

と
課
題
の
調
査
を
行
い
、
国
の
指
針

や
地
域
課
題
を
ふ
ま
え
た
地
域
福
祉

の
将
来
像
と
課
題
解
決
に
向
け
た
基

本
方
針
、
施
策
の
方
向
・
内
容
等
を

と
り
ま
と
め
た
「
第
３
期
菊
池
市
地

域
福
祉
計
画
・
菊
池
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
本
会
が
地
域

住
民
と
と
も
に
進
め
て
き
た
小
地
域

福
祉
活
動
や
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
践
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
菊
池
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
地
域
に
暮

ら
す
全
て
の
人
々
を
対
象
と
し
た
住

民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

「
地
域
共
生
社
会
」
の
構
築
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
べ
く
、

事
業
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
に

下
記
事
項
を
実
践
し
ま
す
。

①
組
織
並
び
に
職
員
体
制
を
整
え
、

多
様
化
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

開
発
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
社
協
会
員
制
度
を
広
く
住
民
・
団

体
に
周
知
し
、
会
員
の
増
員
を
計

り
な
が
ら
、
積
極
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
自
身
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
う
地
域
」
の
姿
を
目
指
し
、

専
門
職
・
専
門
機
関
や
菊
池
市
と

協
働
し
て
支
え
て
い
く
地
域
の
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
益
事
業
等
の
収
益
を
地
域
福
祉

に
生
か
す
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、

今
後
の
事
業
戦
略
を
適
宜
検
討
し

ま
す
。

２
　
重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び

第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の
実
践

に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
菊
池
市
と
協
働
し
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
、
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
す
る
。

３
　
事
業
実
施
事
項
（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　
今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
改
正
社
会
福
祉

法
・
働
き
方
改
革
関
連
法
等
、
国

の
施
策
に
沿
っ
た
組
織
体
制
や
人

事
管
理
の
実
施
及
び
事
業
内
容
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
将
来
を
見
据

え
た
経
営
管
理
の
仕
組
み
の
整
備

及
び
人
材
育
成
や
人
員
確
保
ま

た
、
先
進
地
と
の
情
報
交
換
や
交

流
・
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が

ら
、
経
営
体
質
強
化
と
安
定
経
営

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事

業
所
・
各
種
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
・
課
題
を
的
確
に
分

析
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　
菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」）
が
創
設
さ

令
和
２
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

（収 入）

（支 出）

れ
て
以
降
、
本
会
で
は
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の

通
所
型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ

の
住
民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段

階
構
成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単

価
は
低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と

も
に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る

事
業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、

相
次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介

護
職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収

入
は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の

経
営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力

は
弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
機

関
と
の
連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス

と
繋
ぐ
事
の
で
き
る
事
業
所
と
し

て
、
意
義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　3.5％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.2％
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収支予算

単位：千円
項　　　目

合　　　計

予 算 額

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

積立資産支出

その他の支出

317,890

58,935

53,420

200

1,250

6,541

1,864

1,629

8,186

449,915

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

その他の収入

4,440

8,000

62,628

88,548

211

16,213

11,860

225,226

31,159

1,630

449,915

障害福祉サービス等
事業収入　7％

会費収入　1％
その他の収入　0.3％

寄付金収入　1.6％

経常経費
補助金収入
14％

449,915
収入の部

（単位：千円）

介護保険事業収入
50％

受託金収入
20％

人件費支出
71％

事業費支出
13％

事務費支出
12％

その他の支出
1.6％

助成金支出　1.4％

貸付事業支出　0.1％

積立資産支出　0.3％

ファイナンス・リース債務の
返済支出　0.4％

負担金収入　2.5％

 449,915
支出の部

（単位：千円）
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す
。

２
　
重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び

第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の
実
践

に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
菊
池
市
と
協
働
し
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
、
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
す
る
。

３
　
事
業
実
施
事
項
（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　
今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
改
正
社
会
福
祉

法
・
働
き
方
改
革
関
連
法
等
、
国

の
施
策
に
沿
っ
た
組
織
体
制
や
人

事
管
理
の
実
施
及
び
事
業
内
容
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
将
来
を
見
据

え
た
経
営
管
理
の
仕
組
み
の
整
備

及
び
人
材
育
成
や
人
員
確
保
ま

た
、
先
進
地
と
の
情
報
交
換
や
交

流
・
連
携
を
積
極
的
に
図
り
な
が

ら
、
経
営
体
質
強
化
と
安
定
経
営

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
３
期
菊
池
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事

業
所
・
各
種
団
体
等
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
・
課
題
を
的
確
に
分

析
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の

充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　
菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」）
が
創
設
さ

令
和
２
年
度
　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

（収 入）

（支 出）

れ
て
以
降
、
本
会
で
は
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の

通
所
型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ

の
住
民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段

階
構
成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単

価
は
低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と

も
に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る

事
業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、

相
次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介

護
職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収

入
は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の

経
営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力

は
弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
機

関
と
の
連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス

と
繋
ぐ
事
の
で
き
る
事
業
所
と
し

て
、
意
義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　3.5％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.2％
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～地域福祉活動へ助成をします（令和２年度）～

サロン（語らいの場）
　　　　立ち上げ等助成金

　今年度、新たに地域でサロン（語らいの場）
活動を始める地域へ立ち上げのための助成を行
います。また既に行っているサロンについては、
継続のための支援を行います。お気軽にご相談
ください。

対　　象
①すでに活動を開始している地域で、これまで
に立ち上げの支援を受けていない地域等
②本年度に活動を開始、または開始予定の地域等
③活動地区全ての人が参加可能で、年6回以上定
期的に実施する地域等
④サロン活動を継続するために、再度支援を必
要とする地域等

対象経費
①活動立ち上げや継続のために必要な備品等の
購入費用
②その他、当社協が特に必要と認める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・活動

実施計画書・経費請求書を添えて社協
に提出して下さい。

決定について　申請書類等　
　　　　　　　を審査の上、
　　　　　　　随時決定

小地域活性化事業 モデル地区募集
　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組んでいる
地区に助成を行います。
対　　象 地域福祉活動に取り組んでいる地区、又は取り組
　　　　　もうと考えている地区
　　（例）①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　　③地域サロン（語らいの場）活動
　　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫 等
助成金額　最高10万円（世帯数等で決定）
申請方法 所定の申請書に必要事項を記入の上、社協に提出 
　　　　　してください
申込締切　6月30日（火）まで
備　　考 詳細等は菊池市社会福祉協議会まで
　　　　　おたずね下さい。

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

みずほ教育福祉財団　第37回

　高齢者を主な対象として活動するボランティアグループお
よび地域共生社会につながる活動を行っている高齢者中心の
ボランティアグループに対し、活動において継続的に使用す
る用具･機器類の取得資金を助成します。
応募資格　高齢者を主な対象とした支援を目的とするボラン
ティアグループ
必要要件　①会員数10人～50人程度
　　　　　②活動実績２年以上
　　　　　③過去３年以内（平成29年度以降）に本助成を
　　　　　　受けていないこと
　　　　　④グループ名義で金融口座を保有し、規約（会則）、
　　　　　　活動・会計報告書類があること
助成対象　継続的に使用される用具・機器類
助成金額　上限10万円（１団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月13日（水）までに、上記にある
必要資料等の情報提供と併せ、社協へご依頼
ください。

応募方法　５月22日（金）（必着）までに所定の申請書を財団
　　　　　宛に、団体から直接郵送してください。
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp/
問合せ及び送付先（みずほ教育福祉財団）
   公益財団法人 みずほ教育福祉財団 福祉事業部　
   〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-5
  【メールアドレス】FJP36105＠nifty.com
（新型ウィルス感染拡大防止のため、緊急事態措置を実施すべき期間の
　間は在宅勤務となり、ご質問等はメールに限らせて頂いております）
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～お問い合わせ～　本所：25-5000　七城：25-5010　旭志：37-3708　泗水：38-5382

菊池市共同募金委員会による助成
市民の皆さまからのあたたかい募金を活用し、令和３年度に事業を行う団体を募集します。

菊池市共同募金委員会より赤い羽根共同募金助成金お知らせ

熊本県共同募金会による助成
●福祉事業
申請対象　令和３年度に事業を行う団体
　　　　　　・社会福祉法人　・保育所
　　　　　　・県域を単位とする福祉団体
　　　　　　・NPO法人　・ボランティア団体等
対象事業　①施設備品の修理・購入　
　　　　　　②利用者送迎用の車輌購入　
　　　　　　③備品整理　など
配分限度額　・200万円以内
　　　　　　（上記対象事業①②で事業費
　　　　　　　総額の4分の3以内）
　　　　　　・50万円以内（上記対象事業③）
●「地域から孤立をなくそう～みんなが社会の一員として
　　包み支え合うしくみづくり～」に沿った社会的孤立の
　　解消に向けた活動や事業
　社会的孤立の解消に向けた活動や事業に対して募集
を行います。
申請対象　上記（福祉事業）と同じ
対象事業　・生活困窮者世帯の見守り
　　　　　　・子ども食堂　など
配分限度額　・10万円以内

〇福祉事業
申請対象　令和３年度に、菊池市内で福祉活動や事業
　　　　　　行う団体
対象事業　・市民を対象とした福祉活動
　　　　　　・ボランティア活動
　　　　　　・団体会員や施設利用者等の福祉向上のた
　　　　　　　めの活動
　　　　　　・地域の福祉向上のための活動　など
配分限度額　申請後、事業内容を審査の上決定

※熊本県共同募金委員会及び菊池市共同募金委員会への
申請方法は各種異なります。申請についての詳細は、
下記へご連絡ください。
※各種申請締め切り：令和２年５月29日（金）

お問合せ先：菊池市共同募金委員会事務局
　　　　　　（菊池市社会福祉協議会内）
　　　　　    38－5382

【お問い合わせ先】
本所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和２年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK19-12918　2020.2.10 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ



～地域福祉活動へ助成をします（令和２年度）～

サロン（語らいの場）
　　　　立ち上げ等助成金

　今年度、新たに地域でサロン（語らいの場）
活動を始める地域へ立ち上げのための助成を行
います。また既に行っているサロンについては、
継続のための支援を行います。お気軽にご相談
ください。

対　　象
①すでに活動を開始している地域で、これまで
に立ち上げの支援を受けていない地域等
②本年度に活動を開始、または開始予定の地域等
③活動地区全ての人が参加可能で、年6回以上定
期的に実施する地域等
④サロン活動を継続するために、再度支援を必
要とする地域等

対象経費
①活動立ち上げや継続のために必要な備品等の
購入費用
②その他、当社協が特に必要と認める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・活動

実施計画書・経費請求書を添えて社協
に提出して下さい。

決定について　申請書類等　
　　　　　　　を審査の上、
　　　　　　　随時決定

小地域活性化事業 モデル地区募集

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

みずほ教育福祉財団　第37回

　高齢者を主な対象として活動するボランティアグループお
よび地域共生社会につながる活動を行っている高齢者中心の
ボランティアグループに対し、活動において継続的に使用す
る用具･機器類の取得資金を助成します。
応募資格　高齢者を主な対象とした支援を目的とするボラン
ティアグループ
必要要件　①会員数10人～50人程度
　　　　　②活動実績２年以上
　　　　　③過去３年以内（平成29年度以降）に本助成を
　　　　　　受けていないこと
　　　　　④グループ名義で金融口座を保有し、規約（会則）、
　　　　　　活動・会計報告書類があること
助成対象　継続的に使用される用具・機器類
助成金額　上限10万円（１団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月13日（水）までに、上記にある
必要資料等の情報提供と併せ、社協へご依頼
ください。

応募方法　５月22日（金）（必着）までに所定の申請書を財団
　　　　　宛に、団体から直接郵送してください。
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp/
問合せ及び送付先（みずほ教育福祉財団）
   公益財団法人 みずほ教育福祉財団 福祉事業部　
   〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-5
  【メールアドレス】FJP36105＠nifty.com
（新型ウィルス感染拡大防止のため、緊急事態措置を実施すべき期間の
　間は在宅勤務となり、ご質問等はメールに限らせて頂いております）
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～お問い合わせ～　本所：25-5000　七城：25-5010　旭志：37-3708　泗水：38-5382

菊池市共同募金委員会による助成
市民の皆さまからのあたたかい募金を活用し、令和３年度に事業を行う団体を募集します。

菊池市共同募金委員会より赤い羽根共同募金助成金お知らせ

熊本県共同募金会による助成
●福祉事業
申請対象　令和３年度に事業を行う団体
　　　　　　・社会福祉法人　・保育所
　　　　　　・県域を単位とする福祉団体
　　　　　　・NPO法人　・ボランティア団体等
対象事業　①施設備品の修理・購入　
　　　　　　②利用者送迎用の車輌購入　
　　　　　　③備品整理　など
配分限度額　・200万円以内
　　　　　　（上記対象事業①②で事業費
　　　　　　　総額の4分の3以内）
　　　　　　・50万円以内（上記対象事業③）
●「地域から孤立をなくそう～みんなが社会の一員として
　　包み支え合うしくみづくり～」に沿った社会的孤立の
　　解消に向けた活動や事業
　社会的孤立の解消に向けた活動や事業に対して募集
を行います。
申請対象　上記（福祉事業）と同じ
対象事業　・生活困窮者世帯の見守り
　　　　　　・子ども食堂　など
配分限度額　・10万円以内

〇福祉事業
申請対象　令和３年度に、菊池市内で福祉活動や事業
　　　　　　行う団体
対象事業　・市民を対象とした福祉活動
　　　　　　・ボランティア活動
　　　　　　・団体会員や施設利用者等の福祉向上のた
　　　　　　　めの活動
　　　　　　・地域の福祉向上のための活動　など
配分限度額　申請後、事業内容を審査の上決定

※熊本県共同募金委員会及び菊池市共同募金委員会への
申請方法は各種異なります。申請についての詳細は、
下記へご連絡ください。
※各種申請締め切り：令和２年５月29日（金）

お問合せ先：菊池市共同募金委員会事務局
　　　　　　（菊池市社会福祉協議会内）
　　　　　    38－5382

【お問い合わせ先】
本所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和２年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK19-12918　2020.2.10 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ
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～皆さまのご理解とご協力をお願いします～
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、下記の施設・事業について、利用を休止しています。しかし、今後の
状況により、休止期間の延長や各種事業の中止・延期の可能性があります。皆さまのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

～休館中の施設～
・菊池市福祉会館　　　　・菊池老人福祉センター
・七城老人福祉センター　・旭志老人憩の家
・七城ふれあいプラザ　　
・七城高齢者能力活用センター
・泗水地域福祉センター

～休止中の事業～
・ふれあいデイ
・ふれあいサロン
・つどいの広場（ひだまり、ひなたぼっこ、あいあい）

にこにこサービスセンター講習会

「私たちの住む地域を、私たちの手で今より少し良くしたい」と思っている方、「ボランティア、始めてみた
いけど・・・」と思っている方、その「おもい」を形にしてみませんか？
日　　時 ５月27日（水）14時30分～15時00分（受付9時30分～）
場　　所　菊池市七城老人福祉センター（七城町流川394-1）
内　　容　「ボランティアの考え方と活動について」
　　　　　「にこにこサービスセンター（有償ボランティア）について」
対 象 者　ボランティアに関心のある方、困りごとのお手伝いをしたい人
参 加 費　無料　　申込締切 ５月25日（月）
お問い合わせ・申込先　にこにこサービスセンター（菊池市社協 本所）電話　25-5000

～講習会のお知らせ～

生活支援サポーター養成講座受講生募集‼生活支援サポーター養成講座受講生募集‼
「いつまでも住み慣れた地域で生活が送れるように」と介護予防・日常生活支援総合事業対象者の方の自宅を訪問
し、掃除や買い物等のお手伝いが出来る方を募集します。活動費として1時間700円を支給します。
日　　時　５月27日（水）13時00分～14時30分
場　　所　菊池市七城老人福祉センター（七城町流川394-1）
内　　容　「菊池市の高齢者等の現状について」
　　　　　「生活支援サポートセンター及びサポーターの活動や役割について　等」
対 象 者　生活支援のお手伝いが出来る方　　申込締切 ５月25日（月）
お問い合わせ・申込先　生活支援サポートセンター（菊池市社協 本所）電話　25-5000

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期となることもあります。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期となることもあります。

移転のお知らせ
　5月1日（金）より、「つどいの広場 あいあい」が
菊池市こども健診センター（菊池市役所泗水支所内）
に移転します。一度のぞいてみませんか？1階では、
乳幼児健診等が行われます。
今後とも、よろしくお願いします。

　※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、閉所
している場合があります。来館の際には、電話にて確
認をお願いします。

つどいの広場・・・乳幼児と
その保護者の皆さんが、気軽
につどえる場所です。お父さ
ん、おじいちゃん、おばあ
ちゃん、妊婦さんもお待ちし
ています。

住　　所　菊池市泗水町福本383番地　
　　　　　菊池市こども健診センター内　2階
電　　話　090-6893-5971（あいあい）

つどいの広場
その保護者の皆さんが、気軽

ん、おじいちゃん、おばあ
ちゃん、妊婦さんもお待ちし
ています。

329

329
387

とよみずの湯

泗水公民館

虹のホール とよみず
菊池市立泗水中

清原医院

合志川
合志川

菊池市立泗水小

孔子の里

有朋の里 泗水
孔子公園

菊池市立
泗水体育館

菊池市立
泗水幼稚園

菊池市役所 
泗水支所
菊池市役所 
泗水支所

菊池市 市民
会館 泗水ホール

菊池市 
泗水図書館

岸病院

ここ！
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澄

下
川
　
智
明

相
馬
　
敬
信

谷
田
　
英
昭

本
田
　
泉

奥
苑

エ
ツ
子

村
上
　
黎
子

菅
　
　
至
誠

齊
藤
　
賢
三

塚
野
　
啓
子

福
嶋
　
長
和

〈
２
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
附
者
名

続
柄

故
人
名

年
齢

行
政
区

寄
附
者
名

続
柄

故
人
名

年
齢

〈
３
月
受
付
分
〉

（
令
和
2
年
2
月
〜
令
和
2
年
3
月
）

　菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
菊
池

市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
受
付
順
、
敬
称
略
）

香
典
返
し

（
令
和
2
年
2
月
〜
令
和
2
年
3
月
）

　菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
及
び
御
親
族
の

お
気
持
ち
に
副
い
、
菊
池
市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
受
付
順
／
菊
池
・
七
城
・
旭
志
・
泗
水
）
敬
称
略

●
ほ
た
る
ふ
れ
あ
い
の
会
・
ほ
た
る
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

日
本
舞
踊

●
十
六
夜
会…

日
本
舞
踊

●
虹
色
企
画
松
村
光
子…

フ
ル
ー
ト
演
奏
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令
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月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う

～皆さまのご理解とご協力をお願いします～
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、下記の施設・事業について、利用を休止しています。しかし、今後の
状況により、休止期間の延長や各種事業の中止・延期の可能性があります。皆さまのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

～休館中の施設～
・菊池市福祉会館　　　　・菊池老人福祉センター
・七城老人福祉センター　・旭志老人憩の家
・七城ふれあいプラザ　　
・七城高齢者能力活用センター
・泗水地域福祉センター

～休止中の事業～
・ふれあいデイ
・ふれあいサロン
・つどいの広場（ひだまり、ひなたぼっこ、あいあい）

にこにこサービスセンター講習会

「私たちの住む地域を、私たちの手で今より少し良くしたい」と思っている方、「ボランティア、始めてみた
いけど・・・」と思っている方、その「おもい」を形にしてみませんか？
日　　時 ５月27日（水）14時30分～15時00分（受付9時30分～）
場　　所　菊池市七城老人福祉センター（七城町流川394-1）
内　　容　「ボランティアの考え方と活動について」
　　　　　「にこにこサービスセンター（有償ボランティア）について」
対 象 者　ボランティアに関心のある方、困りごとのお手伝いをしたい人
参 加 費　無料　　申込締切 ５月25日（月）
お問い合わせ・申込先　にこにこサービスセンター（菊池市社協 本所）電話　25-5000

～講習会のお知らせ～

生活支援サポーター養成講座受講生募集‼生活支援サポーター養成講座受講生募集‼
「いつまでも住み慣れた地域で生活が送れるように」と介護予防・日常生活支援総合事業対象者の方の自宅を訪問
し、掃除や買い物等のお手伝いが出来る方を募集します。活動費として1時間700円を支給します。
日　　時　５月27日（水）13時00分～14時30分
場　　所　菊池市七城老人福祉センター（七城町流川394-1）
内　　容　「菊池市の高齢者等の現状について」
　　　　　「生活支援サポートセンター及びサポーターの活動や役割について　等」
対 象 者　生活支援のお手伝いが出来る方　　申込締切 ５月25日（月）
お問い合わせ・申込先　生活支援サポートセンター（菊池市社協 本所）電話　25-5000

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期となることもあります。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や延期となることもあります。

移転のお知らせ
　5月1日（金）より、「つどいの広場 あいあい」が
菊池市こども健診センター（菊池市役所泗水支所内）
に移転します。一度のぞいてみませんか？1階では、
乳幼児健診等が行われます。
今後とも、よろしくお願いします。

　※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、閉所
している場合があります。来館の際には、電話にて確
認をお願いします。

つどいの広場・・・乳幼児と
その保護者の皆さんが、気軽
につどえる場所です。お父さ
ん、おじいちゃん、おばあ
ちゃん、妊婦さんもお待ちし
ています。

住　　所　菊池市泗水町福本383番地　
　　　　　菊池市こども健診センター内　2階
電　　話　090-6893-5971（あいあい）

329

329
387

とよみずの湯

泗水公民館

虹のホール とよみず
菊池市立泗水中

清原医院

合志川
合志川

菊池市立泗水小

孔子の里

有朋の里 泗水
孔子公園

菊池市立
泗水体育館

菊池市立
泗水幼稚園

菊池市役所 
泗水支所
菊池市役所 
泗水支所

菊池市 市民
会館 泗水ホール

菊池市 
泗水図書館

岸病院

ここ！
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～体を動かしましょう！～

●赤い羽根共同募金に菊池市のたくさんの企業が協力されているのに感心しました。（Hさん、73才）
●世界中がコロナウイルスの事で大変ですね。早く治まって欲しいです。（Sさん、75才）
●いろんなボランティアさんを知りたいですね。また紹介を楽しみにしています。（Wさん、56才）

読
者
の
声

クイズ社協クイズ社協クイズ社協 回答していただいた方の中から、抽選で5名の方に
1,000円分の図書カードをプレゼントします。

ヒントは今号の
どこかにあるよ！Q Q．乳幼児とその保護者、妊婦さん等が集まる「つどいの広場あいあい」の移転先は

　　どこでしょうか？　「菊池市〇〇〇健診センター」
応募方法 クイズの答えと、住所・氏名・年齢をハガキにご記入の上、菊池市社協「クイズ社協」係

（〒861-1331菊池市隈府888）までお寄せください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞
かせください。

締め切り 令和２年５月31日（日）当日消印有効 ※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます

前号の答えは「6,671,282円」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

ご意見・ご感想やアイディア等、ぜひ皆さまの声を聞かせてください。

　現在、新型コロナウイルス感染予防のため様々な活動が休止や縮小となっています。また出来るだけ自宅で
過ごそうという呼びかけもあります。そんな中ですが、少しでも体を動かしてみませんか？自宅でも出来る
体操や運動に、ぜひ取り組みましょう。
新型コロナウイルスが収束し、またいつものように暮らすことができるよう、感染予防だけでなく、心身の
健康維持も心がけましょう。（下記の運動は、熊日新聞4月8日掲載のものです）

筋力運動❶ 「椅子からの立ち上がり運動」

筋力運動❷ 「膝を伸ばす運動」

　高齢者の場合、体を動かす機会が少なくなると、体や頭の働きが低下し、歩くこと
や身の回りのことなど、日常の生活動作が行いにくくなったり、疲れやすくなったり
する、「フレイル（虚弱）」が進んでいきます。下記のチェックリストで、自分の日常生
活を振り返ってみましょう。

動かないことで進むフレイル（虚弱）

太ももの前、お尻の後ろ、ふくらはぎの筋肉を鍛え、椅子からの立ち上がりが楽になり、転びにくくなります。

広告

熊本県健康福祉部長寿社会局認知症対策・地域ケア推進課　☎096（333）2218

心身の健康を維持するために行いたいこと

体操中は、「1.2.3.4」と
声を出し、息を止めな
いようにしましょう。

※ ※体調がすぐれない時や、運動中関節に痛
みがある時などは運動を控えるか、痛み
が生じない範囲で行いましょう。

❶両足を肩幅程度に開き、
　胸の前で手を交差させます

❷体を前に倒しながら
　ゆっくり立ちます

❸同様に体を前に倒しながら
   ゆっくり座ります

❶
片
足
を
ゆ
っ
く
り

上
げ
ま
す

❷
膝
が
伸
び
た
ら
、

つ
ま
先
を
手
前
に

向
け
ま
す

❸
つ
ま
先
を
元
に
戻
し
、

ゆ
っ
く
り
下
ろ
し
ま
す

足を踏ん張り上半身をゆっくり前に
倒し、同様にゆっくり戻します

〈座って行う場合〉

効果

太ももの前の筋肉を鍛え、しっかり歩けるようになります。効果

※普段、おもりを使用している方は、おもりをつけて体操してください

この他にもさまざまな運
動を紹介する「いきいき百
歳体操くまもと県バージ
ョン」を Youtube で公開
しています。下記の QR
コードから
アクセスし
てみてくだ
さい。

日常生活で

大切なことをチェック
！

目標10回！

目標10回！

1.2
3.4 5.6 7.8

1.2.3.4 5.6.7.8

1.2.3

4

5.6.7.8

運　動 お口の健康

交流・支え合い

食事・睡眠

　 畑仕事や庭いじり、片付けなどで積極的
　 に身体を動かしましょう
    自宅でできる体操を行いましょう
　 （右のイラスト参照）

    天気の良い日は人混みを避けて、散歩を
　 しましょう

    バランスのよい食事を三食欠かさず食べ
　 ましょう
    十分な睡眠を取り、規則正しい生活を
心掛けましょう

    毎食後と寝る前に歯を磨き、お口の清潔
　 を保ちましょう
    しっかり噛んで食べ、たくさん話し、
お口周りの筋肉を保ちましょう

    電話などで家族や友人とのおしゃべりを
　 楽しみましょう

    心配ごとや困りごとは、抱え込まずに
身近な人に相談しましょう

POINT
座ったまま、動かす方の足の太もも
の内側に手を添え、筋肉の動きを意
識しながら行うとより効果的です。


